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支部長挨拶　佐々木正彦 
支部長就任の挨拶 

このたび、東京都行政書士会八王子支部の支部長を拝命いたしました。身に余る

光栄と責任の重さを感じつつ、これまで支部を支えてこられた歴代支部長をはじ

め、諸先輩方、そして日々地域でご活躍されているすべての会員の皆様に、心よ

り敬意を表します。 

行政書士の業務は「身近な街の法律家」として知られる一方で、その業務範囲の

広さゆえに、一般の方にはわかりにくいと思われることも少なくありません。しかし

私はむしろ、その“わかりにくさ”に、行政書士という資格の可能性と未来が秘めら
れていると考えています。 

私たち行政書士は、建設業や宅建業などの許認可申請、各種法人の設立手続

き、相続手続きや遺言作成の支援、外国人の在留手続き、契約書の作成、農地

転用など、多種多様な業務に携わります。これらは単なる書類作成ではなく、一人

ひとりの人生や事業、暮らしの一部を支える「かかりつけ行政書士」としての役割を担っているのです。 

だからこそ、私はこの八王子支部を、市民の困りごとをすべて解決できる、総合的な専門家集団として、さらに

発展させてゆきたいと考えています。そのためには、行政書士それぞれが専門性を高めるだけでなく、互いの

得意分野を理解し合い、連携できる関係づくりが欠かせません。さらに、弁護士、司法書士、税理士、社会保険

労務士など他士業とも積極的に繋がり、支部全体としてワンストップで課題に応えられる体制を築いてまいりま

す。 
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会員の皆様には、業務で困ったときには、一人で抱え込まず、支部を活用していただきたいと強く願っていま

す。困ったときに助け合える仲間がいる、挑戦するときに背中を押してくれる支部でありたい。そうした安心と信

頼のつながりが、地域での活動の活力になると信じています。 

そして、一般市民の皆様には、私たち八王子支部をより身近な存在と感じて頂き、「こんなこと相談していいの

かな？」と思うようなことでも、お気軽にご相談頂ければ幸いです。そのお困りごとは、きっと誰かの得意分野で

す。八王子支部には、さまざまな分野に精通した行政書士が揃っています。誰かひとりでは難しくても、私たち

支部がチームとなって、あなたに寄り添います。 

人と人とをつなぎ、専門性と情熱を結び、地域に信頼される支部へ。皆様とともに、新たな一歩を踏み出してま

いります。今後とも変わらぬご指導、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
政治連盟支部長挨拶 

６年間にわたる支部長としての任期を終えるにあたり、皆様と共に歩んできた日々を
振り返っております。新たな挑戦、予期せぬ困難、そして多くの喜びがありましたが、
すべての経験が私にとってかけがえのない財産となりました。 

特にこの６年間のうち３年間は、コロナ禍という未曾有の事態の中での支部運営とな
り、オンライン対応の導入や、会員の皆様への情報提供の工夫など、変化する状況
に対応するため、皆様と共に試行錯誤を重ねてまいりました。副支部長をはじめ執
行部の皆様には多大なるご協力をいただきました。様々な企画の実施においても、
ご苦労が多かったことと拝察いたします。 

その中でも、「オンライン飲み会」というコロナ禍ならではの企画を実施したことを思
い出します。開始当初からあまり盛り上がらず、そのままお開きとなったことも、今と
なっては懐かしい思い出です。 

これからは佐々木新支部長のもと、八王子支部がさらに発展していくことを心より願っております。私自身も今
後は政治連盟の支部長として、微力ながら支部活動を見守り、必要に応じてお力添えさせていただきたいと
思っております。八王子市・日野市との連携を一層深めていくため、佐々木支部長と二人三脚で取り組んでま
いります。 

 

６年間という長きにわたり、多くの皆様に支えられ、共に活動できたことを心から誇りに思います。支部の発展
にご尽力いただいた会員の皆様に、改めて深く感謝申し上げます。今後とも、八王子支部のさらなるご発展と、
会員の皆様の充実した活動を心よりお祈り申し上げます。 

 

これまでのご支援、本当にありがとうございました。 
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正副支部長紹介 

 
後列左から　　副支部長　藤沼　隆志　　副支部長　箕輪　博行　　副支部長　岡本　ふみ 

前列左から　　副支部長　荒井　兄吾　　政連支部長　中塚　良二　　支部長　佐々木　正彦 

　　　　　　　副支部長　西田　聡 

 

 

各部長挨拶 

総務部 

今期より総務部長を拝命しました延廣です。 

何分不慣れなこともありますが、総務部のメンバーの力を合わせて、皆様の日々のご活動がスムーズにすす

むよう頑張ります！ 

これまで諸先輩が構築された仕組みを大切にしつつ、時代の変化に合わせてまいりたいと存じます。 

皆様、どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

3 

 



第９２号　行政はちおうじ・ひの令和７年６月１５日発行 

研修部 

この度、研修業務開発部部長を拝命いたしました池田です。 

この度も支部研修とは何かを追求しながら、皆様に多面的・多角的な視点から研修をお届けしたいと 

考えております。 
今期も皆様の業務に役立つ実践的なものから、法令の基礎を振り返るような内容までいろいろ計画中ですの
で、ぜひご期待下さい。 

また、最近では会場での開催が主になり、研修後には講師や他の先生方とも交流出来る機会ともなっておりま
すので、ぜひ会場まで足をお運びいただければと思います。どうぞよろしくお願い致します。 

 

厚生部 

今年度の厚生部部長を務めさせていただきます、一柳仁志です。 

厚生部では、今年度も納涼会、旅行、忘年会を一丸となって企画、運営し、皆さまに有意義な時間を提供でき

るよう取り組んでまいります。 

厚生事業を通じて、会員同士の親睦を深めるだけではなく、新しい仲間との出会いの場になればと思っており

ます。 

新しく会員になられた皆さまにもぜひ積極的にご参加いただき、共に楽しい時間を過ごしていきましょう。 

皆さまのご参加をお待ちしております。 

 

広報部 

このたび、広報部長として再び2年間の任を務めさせていただくことになりました松浦です。 

前回は初めての広報部で、分からないことも多く、前年度の活動を参考にしながら一歩一歩進めてまいりまし

た。広報誌の編集や情報発信に取り組む中で、多くの学びがあり、部員の皆さんの支えにも助けられながら、

なんとか任期を終えることができました。 

今回の任期では、その経験を活かし、広報活動をより充実させていきたいと考えています。広報誌について

は、見やすく、読みやすく、そして「ちょっと気になる」ような工夫をこらしながら、楽しく情報が伝わる紙面づくり

を目指します。 

また、これまで以上に力を入れていきたいのが「無料相談会」の周知です。せっかくの貴重な機会を、より多く

の方に知っていただき、ご活用いただけるよう、開催前の告知にしっかり取り組んでいきます。たとえば、HPや
SNSなどデジタル媒体を活用した広報にも積極的にチャレンジし、これまで届きにくかった層にも情報が届くよ
う工夫していきたいと思います。 

今期も、皆さまのご協力をいただきながら、一歩ずつ前へ進んでいけたらと思っております。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 

4 

 



第９２号　行政はちおうじ・ひの令和７年６月１５日発行

業務管理部

前期から引き続き、業務管理部の部長を拝命いたしました林です。

業務管理部は、八王子および日野の両市が行っている無料相談の相談員派遣管理と研修を行っています。

また、外部からの直接・間接の問い合わせ・業務依頼等に対して、予め応募登録された支部会員の先生を紹

介しています。

従って、支部会員皆様の協力なしでは、成り立たない部と言えます。

今年度も市民無料相談事業には、30名を超える会員が既に相談員として就任頂いており、 

また、実務応答者事業へも多くの会員からの登録があり、厚く感謝申し上げます。

行政書士を気軽に相談できる街の法律家として広く知って頂くため、縁の下の力持ちとして部員一同活動して

参ります。

どうぞよろしくお願いします。

支部活動報告

総務部より

＜令和7年度支部総会・大会＞ 

令和７年度定時総会・大会が、４月１９日（土）１４時から八王子エルシィにて開催され、議案はすべて賛成多数

により可決承認されました。

出席人数は以下の通りです。

　定時総会 １３２名（委任状出席を含む、議決権を有する会員２４１名）

　定時大会 １１５名（委任状出席を含む、議決権を有する会員２００名）

また、懇親会及び同会場において急遽開催しました二次会にも多くの方にご参加いただきました。
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広報部より（古本まつり） 

 

5月3日（祝）、ヒルフェ主催による無料相談会が開催されました。前日5月
2日に予定されていた支部主催の相談会は、あいにくの雨天により中止
となってしまいましたが、その日に来場を予定していた方が、改めてこの

日の相談会に足を運んでくださる場面もあり、地域の皆さまの関心の高

さをあらためて感じる一日となりました。 

 

当日は、ヒルフェの会員である八王子支部所属の行政書士が相談員を

務め、相続・遺言を中心に、成年後見や死後事務委任、不動産に関する

ご相談、さらには行政書士の開業に関するご相談まで、合計31件のご相
談をお受けしました。ご相談者は男性12名、女性15名、不明4名。特に
「遺言・相続」に関するご相談が22件と最も多く、地域におけるニーズの
高さを実感する内容となりました。 

 

相談者の居住地は八王子市が9名、日野市が1名、その他の方は記載がありませんでしたが、「チラシを見て
来ました」とおっしゃる方もおり、事前の広報活動の成果も一部うかがえました。 

今回の相談会を通じて、地域の方々にとって身近な存在として、行政書士の専門性を活かした支援の必要性

を改めて感じました。今後はさらに、ホームページやSNS等の活用を含め、広報の工夫を重ねながら、より多く
の方に相談会の情報を届けていきたいと考えています。 

 

 

＜令和６年度 第６回研修会＞ 

令和７年２月22日（土）の14時30分から令和６年度第６回研修会を、オープンイノベーションフィールド多摩八
王子館会議室で行いました。 

今回は講師に多摩中央支部会員の長澤雄二郎先生をお迎えして、「行政書士として知っておきたい入管業務」

と題して講義を行っていただきました。 

ご自身のメール等も公開していただいた大変充実した内容のレジュメを基に、実務に役立つ熱の籠った講義を

展開していただきました。 

参加者も支部会員38名と他支部会員15名の合計53名、講師を囲む懇親会にも多くの方に参加していただき、
今年度担当の研修の最後を飾るに相応しい充実した内容の一日になりました。 

 

　 

 
 
 
 
 

6 

 



第９２号　行政はちおうじ・ひの令和７年６月１５日発行 

支部の動き 

令和7年 4月 19日 （土） 定時総会・大会 

令和7年 5月 3日 （土） 八王子古本まつり相談会 

     

今後の予定 

  令和7年 

  令和7年 

  令和7年 

7月  

7月 

9月 

23日 

23日 

  6日 

（水） 

（水） 

（土） 

納涼会 

第一回研修会 

新入会員歓迎オリエンテーション・暴対研修会 
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みんなの広場 
 

 
１．生成AIと行政書士業務 
　近年、生成AIという最先端技術が目まぐるしい進
歩を遂げています。手書き時代→PC発展による書
類作成、紙面調査→検索技術発展によるオンライ
ン調査、といった過去の技術革新以上のインパクト
があると筆者は感じています。 
　筆者は生成AIについて、自身の業務への導入は
勿論、商用記事の数本寄稿、これから商用講義を
１本予定する程度に研究しています。「本当に活用
できますか？」という問いをよく頂きますが、明確に
「YES」と断定できます。導入するか否か、あとはリ
スクや固定費等、経営判断の問題です。 
　コツは「習うより慣れろ！」で、楽しみながら身近
なものにするのが一番です。今回は「デートプラン
作成術」をテーマにお話します。 
 
２．まずは登録から！ 
　生成AIはそれぞれに特徴があり、無料から有料
と様々です。OpenAI社のChatGPTの無料版を筆
者はお勧めしています。近年はブラウザ版のほ
か、スマホのアプリ版も登場しており便利です。 
 
３．デートプランを作ってみましょう 
　以下、【※コメント※】で私の注釈を、【※私の指
示※】でChatGPTへの入力を、【※回答※】で
ChatGPTの出力を記載します。 
 
【※コメント※】　上手に使いこなすコツは、「具体的
な条件設定」を意識することです。学習させる情報
が詳しければ詳しいほど精度が高くなります。 
【※私の指示※】 
休日のデートプランを作成します。 
下記の条件に留意してデートプランを５つ提案し、
10点満点で10項目理由を付し、100点総評でコメ
ントしてください。 
==条件== 
・デートは14:00到着～18:00夕食を想定。 
・恋人は結婚を前提としている30代の女性。 
・恋人は音楽、特にJAZZやクラシックが好き。 
・最近忙しかったので点数を稼ぎたい。 
・港区でお洒落なデートをしたい。 
【※回答※】　長いので省略。指示通り５つのデート
コースと評価が提示されました。 
 
【※コメント※】　次のポイントは「１度の出力で満足
しない」ことです。オンライン検索とはその点で感覚
が大きく異なります。生成AIは議論により対話の次

元を自在に上げることができます。今回は「ブルー
ノート東京」が提案されたので、それを中心に議論
を展開してみます。 
【※私の指示※】 
ブルーノート東京を中心に考えましょうか。 
2025年６月で予定しているライブを精査してくださ
い。土曜・日曜に予定されているソウルに近い
JAZZが良いです。 
【※回答※】　長いので省略。今回は３つのアーティ
ストが提示されました。 
 
【※コメント※】　次のポイントは「幻視（誤情報を真
実かのように出力する現象）」への対策です。今回
は何故かアーティストBを女性として表記している
ほか、出演日時が微妙に違いました。幻視問題は
「議論しながら修正する」ということが最大の対策と
なります。特に出典元のURLを併記させるなどし
て、実際に確認しましょう。 
【※私の指示※】 
２を採用します。 
6/14の2edステージを予約したので、これを中心に
デートプランを考えてください。 
ところでアーティストBは男性ですよ。 
【※回答※】　長いので省略。ライブを中心とした
デートプランが提案されました。 
 
【※コメント※】　次のポイントは「評価軸を微調整し
つつ、納得するまで議論を継続する」ということで
す。提案では「🚶 16:30〜17:00 ブルーノート東京
へ移動」とされましたが、開演が19:30だったので、
夕食を先にすませた方がよさそうです。 
【※私の指示※】 
ブルーノート東京の公式ページには、セカンドス
テージは19:30からスタートと書いてありますので、
先に夕食をすませましょう。 
それでは、ブルーノート東京の近辺でお洒落なイタ
リアンを探してください。 
恋人の点数を稼ぐため、予算は３万円とし、ブルー
ノート東京までの徒歩時間を併記してください。 
【※回答※】　長いので省略。ここではレストランが
３つ提案され、徒歩時間や価格帯の情報が併記さ
れていました。 
 
【※コメント※】　ある程度、議論が煮詰まったと感
じたら、点数付けで総合評価を出してみます。ここ
から減点項目について精査したり、評価軸を修正
したりという展開も可能です。 
【※私の指示※】 
１を採用し、17:00から予約しました。 
それではこのデートプランについて10項目理由を
付し100点満点で総評をコメントしてください。 
【※回答※】　長いので一部省略。 
✅ 合計点：96点／100点 
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🌟総評コメント 
恋人が好きなJAZZ、それもソウル寄りの音楽性を
持つアーティストBのライブを選び、さらにその前に
ミシュラン級のイタリアンで落ち着いたディナーを用
意するという流れには、「ちゃんと自分のために考
えてくれた」という想いが間違いなく伝わります。 
 
【※コメント※】　ここでのポイントは「100点を目指
す必要がない」という点です。むしろ評価軸を微調
整して再出力を繰り返すなどして、より精度の高い
評価をさせることが可能です。そして、ある程度満
足したら、当初の目的の生成物を出力させて確認
してみます。 
【※私の指示※】 
これまでの議論を踏まえて、最終的なデートプラン
を提示してください。 
【※回答※】　長いので一部省略。 
🎉《最終デートプラン》2025年6月14日（土） 
テーマ：大人の誠意と音楽の余韻で「構ってあげら
れなかった」を取り戻す一日 
🕑14:00〜15:30｜根津美術館＆庭園 
☕15:30〜16:30｜表参道カフェ「H」または「I」 
🚶16:30〜16:50｜青山通りから骨董通りをぶらり
散歩 
🍽17:00〜18:30｜イタリアン「レストランE」 
🎤18:30〜19:30｜ブルーノート東京 ライブ待機 
🎶19:30〜21:00｜アーティストB 2ndステージ 
🚶21:00〜21:30｜帰路（表参道駅・外苑前駅まで
の余韻タイム） 
 
4．まとめ 
　今回ご紹介した手法は、私が「対話型プロンプト」
と命名している生成AIの活用類型です。記事内で
紹介した「幻視問題」を解消しつつ、「生成AIとの議
論」で確度の高い成果物を出力することが可能と
いう特徴があります。 
　行政書士業務と生成AIは非常に相性がよく、発
想次第で多くの日常業務に導入可能であると筆者
は見ております。この発想にはまず慣れることが重
要です。まずは生成AIを身近なものにすることで、
より柔軟な着想が可能となるはずです。 
　いざ、生成AIの世界へ！ 
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第９２号　行政はちおうじ・ひの令和７年６月１５日発行 

 
投稿のご案内 
東京都行政書士会八王子支部 会員各位 

平素は当支部の運営にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 

東京都行政書士会八王子支部広報部では、「行政はちおうじ・ひの」に掲載する支部会員の皆様からの投稿

を、下記の要領にしたがって募集しています。 

投稿要領 

１．募集する原稿 

行政書士業務に関する記事に限らず、提言、雑感、短歌、俳句、川柳、4 コマ漫画など、幅広く皆様の投稿を

募集いたします。 

２．原稿の送付方法 

電子メールに限らせていただきます。kouhou@gyoseisyosi.net 宛てに原稿ファイルを添付して、件名を「行政
はちおうじ・ひの用原稿」としてお送りください。 

３．投稿原稿の採否 

投稿原稿の採否は、広報部の編集会議で決定いたします。内容によっては掲載できない場合があります。 

４．その他 

広報部における編集会議において加筆、修正、削除等をすることがあります。 

以上です。皆様からの多くの投稿をお待ちしております。 

 

編集後記 
斉藤です。 

この度、広報部メンバーも入れ替わりました。 

まだまだ手探りな部分もありますが、広報部みんなで試行錯誤しながら親しみやすく丁寧な紙面作りに励んで

いきます！ 

今後ともご愛読いただけますよう、よろしくお願い致します。 
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